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平成２８年２月定例会
■平成２８年度予算案を可決
■予算審査特別委員会では延べ２７人が質疑
■一般質問に１９人が登壇

www.city.sano.lg.jp/gikai/ 佐野市議会 検 索

佐野市議会スマート中継 検 索佐野市議会のライブ中継と録画配信をしています。→

　消防本部庁舎が完成し、3月27日
に内覧会が行われました。会場では
はしご車体験搭乗や放水体験などの
各種イベントが行われ、たくさんの家
族で賑わいました。

議会報告会を
　　開催します！！

詳しくは裏面をご覧ください



３年目を迎えた総合計画後期基本計画及び行政経営方針を推進する３年目を迎えた総合計画後期基本計画及び行政経営方針を推進する

平成28年度の予算を審議、可決平成28年度の予算を審議、可決
平成28年度予算は、「平成28年度佐野市行政経営方針」、「予算と総合計画の連携」及び「選択と
集中による一般財源の効率的な活用」などの内容を盛り込んだ「平成28年度予算編成方針」に基づ
き編成されました。
市長の予算大綱説明に対しての予算大綱質疑には、山菅直己議員（政友みらい）、青木　伸議員（政
風会）、蓼沼一弘議員（大樹会）、木村久雄議員（公明党議員会）、岡村恵子議員（日本共産党議員団）、
田所良夫議員（新風）（以上質疑順）の６人が登壇
しました。
また、議員全員で構成される予算審査特別委員
会では、一般会計、各特別会計及び各公営企業会計
の予算（案）に対し、３月１１日～１６日の４日間
にわたり延べ27人の委員による質疑が行われまし
た。その結果、新年度予算全13議案を可決し、
併せて「平成28年度予算審査要望書（３～４ページ
に記載）」を取りまとめました。

予算審査会場の様子

予算審査特別委員会（パソコン・タブレット・スマートフォンで見られます！）

副委員長
久保　貴洋

委員長
若田部　治彦

市長の予算大綱説明

1
2
3
4
5

発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
各特別会計、水道事業会計及び病院事業会計
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岡　村　恵　子
鈴　木　靖　宏
青　木　　　伸
飯　田　昌　弘
井　川　克　彦

菅　原　　　達
齋　藤　　　弘
鶴　見　義　明
大　川　圭　吾
本　郷　淳　一
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発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
一　般　会　計
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17

飯　田　昌　弘
鈴　木　靖　宏
横　田　　　誠
鶴　見　義　明
齋　藤　　　弘
田　所　良　夫
山　菅　直　己
高　橋　　　功
井　川　克　彦

岡　村　恵　子
青　木　　　伸
亀　山　春　夫
本　郷　淳　一
川　嶋　嘉　一
小　暮　博　志
大　川　圭　吾
菅　原　　　達

予算審査特別委員会質疑者一覧

予算審査会場の様子

議会からこんにちは　2016.5.1 ②



本市をはじめ全国の多くの自治体は、歳入面で、生産年齢人口の減少による市税収入の減少や
平成31年度限りで終了する交付税の特例措置、歳出面では、急激な高齢化による社会保障経費の
増加や老朽化する公共施設の維持・更新経費の増大が見込まれるなど、今後も厳しい財政状況が
続くことが予想される。
　こうした状況下で編成された本市の新年度予算は、人口減少の克服と基礎的自治体に必要な施
設の整備と長寿命化に重点を置く予算となったが、その執行に当たっては、総合戦略を具現化す
る事業へ一層集中するとともに、市を取り巻く状況変化に柔軟に対応できる体制を整え、次世代
へとつながる行財政運営の確立を目指されたい。

気象庁が公表している資料によると、近年、短時間強雨の増加傾向が明瞭になっている。
本市も、平成26年６月及び平成27年９月に大雨・洪水警報を伴う豪雨により洪水被害を受けたこ
とは記憶に新しいところである。
　こうした状況に鑑み、現在進めている地域防災計画の見直しに当たっては、具体的な行動マニ
ュアル（タイムライン）を作成することにより、迅速かつ的確な初動対応をとることができるよう
見直しを行い、計画の実効性を高められたい。
　また、地域防災士を中心とした自主防災組織の育成を推進されたい。

人口減少と少子高齢化が同時に進行する社会、そして、老朽化した施設の大規模修繕や建替え
などが一斉に更新時期を迎える状況の中で、市有施設の整備や維持管理のあり方が大きな転換期
となっている。
　本市も市有施設適正配置計画を策定する予定であるが、策定に当たっては、将来的な人口減少
及び人口構造の変化に合わせた市有施設の用途や機能の見直しを行うとともに、市が保有する土
地やインフラなどの資産も有効に活用し、財政の健全性を損なわない維持管理のあり方を検討さ
れたい。

昨年12月、佐野市人口ビジョンに定めた人口目標を実現するため、佐野市まち・ひと・しごと創
生総合戦略が示された。
　そして、新年度予算には産業用地分譲促進事業や天明鋳物PR活用推進事業など、この戦略を推
進するための各種事業費が計上された。
新年度は、最重要課題である人口減少の克服に向けて、これらの事業を確実に実施するとともに、
こうした取組の中から更に強化すべき施策や新たな施策の展開等を検討し、戦略目標の実現を目
指されたい。

子育て支援策は、人口減少や高齢化のスピードを抑えるうえで、企業誘致の推進とともに中心
的な役割を果たすものであるため、本市も平成27年４月から、子ども・子育て支援事業計画に基づ
いて総合的な子育て支援対策に取り組んでいる。
　新年度においても、こどもクラブ施設整備事業や子宝祝金支給事業、そして第３子以降保育料
免除事業の拡充などの取組を予定しているが、こうした事業を更に充実することで子育てと仕事
の両立を支援するとともに、保留児ゼロを目指し、安心して子どもを産み育てることができる環
境を整備されたい。

高齢化が進行する中、2025年には団塊の世代が75歳以上となり、医療・介護ニーズが更に高ま
ることが予想される。しかし、一方では多くの高齢者が65歳を過ぎても元気で活力に満ちた生活
を送っている。
　そこで、こうした意欲のある高齢者が、これまで培ってきた知識や技能を生かせる機会の創出
や高齢者ふれあいサロンの機能充実など、交流を通じた活躍の場の創出に更に取り組まれたい。

平成28年度予算審査要望書
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総合計画後期基本計画に掲げられた施策「北関東自動車道沿線開発と企業誘致の推進」は、本
市の将来像である交流拠点都市の実現に向けた産業振興策であると同時に、人口減少問題への有
力な対応策である。
そこで、分譲が順調に進んでいる佐野田沼インター産業団地及び平成28年10月に分譲予約が開始
される佐野インター産業団地の事業推進はもとより、首都圏広域地方計画に位置付けられる予定
のインランドポートを核とした総合物流拠点の開発・整備を推進されたい。

国民健康保険制度については、被保険者の年齢構成が高く医療費水準が高い、加入者の所得水
準が低い、保険料負担が重いなど、被保険者の実態に起因する構造的な問題が恒常化しており、本
市も厳しい財政運営を強いられている。
　こうした状況を改善するため、現在、保険者の栃木県移管の手続が進められているが、広域化す
るだけでは問題は解決されず、財政負担を県に移すにすぎない。
抜本的な解決策は、国に委ねるしかないが、本市は、治療から予防策への転換、適正受診の啓発や
訪問指導、ジェネリック医薬品の普及促進などの施策を講じ、財政の健全化を目指されたい。

水道施設は、市民が安全に安心して暮らすために欠くことのできないライフラインであるた
め、災害に強い施設の構築及び老朽管の更新を進め、安定した水道水の供給を図られたい。
　下水道施設については、近年頻発している短時間強雨対策として有効な雨水排水路等の整備を
推進されたい。
また、合併処理浄化槽の活用を含め、より効果的な汚水処理施設の整備手法を検討されたい。

本市の第６期介護保険事業計画によると、平成27年以降は団塊の世代が65歳以上となること
から、平成29年度の高齢化率は28.2%と予測されている。
　このような状況の中、今後は、医療や介護の需要が更に増加することが見込まれるため、誰もが
住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、地域包括ケアシステムの充実が益々
重要になる。
　市民病院は、地域包括支援センター及び地域包括ケア病床を併設していることから、職員の勤
務実態に配慮しつつ、本市における地域包括ケアの拠点としての役割も担われたい。
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　一般会計	 ４６５億５, ０００万円
　特別会計	 ３２７億				１２０万円
　一般会計・特別会計合計	 ７９２億５, １２０万円

　うち、議会費	 ３億３, ６８５万円

平成28年度予算の概要（当初予算額）

議員人件費 ２億３, ７６４万円 ※１
職員人件費 ７, ０１０万円 ※２
政務活動事業費 ７８０万円 ※３
常任委員会活動支援事業費 ３３６万円
会議録作成及び市議会情報システム運営事業費 ６５０万円 ※４
議会映像インターネット配信事業費 １７２万円 ※５
議会だより発行事業費 ３２７万円
議会運営総務費 ４２２万円
各市議会議長会参画事業費、他 ２２４万円

※１　議員２６名分
※２　事務局職員９名分
※３　議員１人あたり年間３０万円交付
※４　タブレット使用料（議員１人１台貸与）、会議録調製費、会議録検索システム
※５　議会中継、録画配信するための経費

議会からこんにちは　2016.5.1 ④



2月定例会一般質問

合
併
当
初
の「
新
市
に
お
け
る
事
務
事
業

の
取
り
扱
い
方
針
」
で
は
、「
第
３
セ
ク

タ
ー
で
あ
る
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、

市
民
に
対
し
行
政
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

情
報
の
共
有
を
図
る
」
と
あ
る
が
、
合
併
後
11

年
経
過
し
て
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
未
整
備
地

区
の
情
報
格
差
解
消
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

平
成
22
年
度
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
17
施
設
中
、
15
施
設
に
対
し
本
市
の
光

ケ
ー
ブ
ル
を
無
償
で
活
用
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
受
信
点
か
ら
信
号
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
し
て
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
視

聴
で
き
な
い
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
協
議
中
で
す
。
経
費

等
の
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
地
元
の
皆
さ

ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
本
市

の
４
者
で
話
し
合
い

を
早
く
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

追
加
金
融
緩
和
策
と
し
て
２
月
16
日
か
ら
民

間
金
融
機
関
が
日
銀
の
当
座
預
金
に
預
け
た

お
金
に
0.1
％
の
手
数
料
を
払
う
、マ
イ
ナ
ス
金
利
時

代
の
到
来
と
な
っ
た
が
、本
市
の
※

公
債
費
の
元
金
に

対
す
る
利
子
の
支
払
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

本
市
の
市
債
は
、公
的
資
金
と
民
間
資
金
を
借

入
れ
し
て
い
ま
す
。借
入
れ
の
金
利
は
、公
的
資
金
の

財
政
融
資
資
金
は
国
債
の
流
通
利
回
り
を
基
準
に

定
め
ら
れ
て
お
り
、地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
資
金

に
つい
て
も
同
水
準
と
なって
い
ま
す
。民
間
資
金
に
つ

い
て
は
、市
税
等
収
納
金
融
機
関
に
借
入
ご
と
に
利

率
の
照
会
を
行
い
、一番
低
い
利
率
の
金
融
機
関
か
ら

借
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、国
債
の
流
通
利
回
り
が
下
が
って
お
り
、今

後
、こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
た
場
合
、こ
れ
か
ら
の

借
入
れ
に
対
す
る
利
子
の
支
払
い
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
陶
工
で
あ
る
尾お

形が
た

乾け
ん

山ざ
ん

が
佐
野
に
滞
在
し
作
陶
し
た
こ
と
を

裏
付
け
る
資
料
が
吉
澤
記
念
美
術
館
に
寄
託
さ

れ
、
今
後
詳
し
い
調
査
を
続
け
る
方
針
と
下
野

新
聞
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
期
間
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

今
回
本
市
に
寄
託
さ
れ
た
作
品
は
、
古
文

書「
陶
磁
製
方
」・「
陶
器
伝
書
」
の
２
点
及
び
陶

器
の
皿
４
枚
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
平
成
27
年
11
月
末
に
受
け
入
れ
、

採
寸
等
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
。
今

後
、
寄
託
さ
れ
た
６
点
の
資
料
、
作
品
に
関
し
、

調
査
方
針
を
定
め
、
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

る
予
定
で
す
が
、
美
術
品
の
調
査
研
究
は
、
数

年
単
位
で
時
間
が
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
内
容
は
、
文
献
調
査
や
科
学

的
調
査
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
調
査
が
必
要
か
十

分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
１

月
か
ら
の
新
収
蔵
展

「（
仮
称
）
佐
野
文
化
の

地
層
を
読
む
」
で
市
民

の
皆
様
に
、
お
披
露
目

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質問方式質問方式

佐
野
ケ
ー
ブ
ル

�

テ
レ
ビ
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

高
橋
　
功 

議
員（
大
樹
会
）

質問方式質問方式

日
銀
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
の

�

影
響
に
つ
い
て

一問一答

齋
藤
　
弘 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

※

佐
野
乾
山
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

蓼
沼
　
一
弘 

議
員（
大
樹
会
）

そ
の
他
の
質
問

☆

市
民
病
院
の
安
定
経

営
に
つ
い
て

☆

消
防
・
防
災
体
制
の
強

化
に
つ
い
て

☆

生
涯
学
習
の
推
進
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

い
て

※公
こう

債
さい

費
ひ

とは・・・
歳
さい

出
しゅつ

の財源を得るため
に借り入れた「市債」
を返済するための費用
であり、自治体の借金
の返済にかかるお金の
ことを言います。

※佐
さ

野
の

乾
けん

山
ざん

とは・・・
江戸時代の陶工であ
る尾

お

形
がた

乾
けん

山
ざん

は、約１年
間佐野に滞在したとさ
れ、その滞在期間に作
陶した作品が「佐野乾
山」と称されます。 

議会からこんにちは　2016.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継と録画配信をしています 佐野市議会スマート中継⑤



2月定例会一般質問

病
状
の
理
解
と
治
療
の
保
険
適
用
に
つ
い
て

周
知
が
必
要
で
あ
り
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
等
、更
に
周
知
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、行
政
と
医
療
機
関
と
の
情
報
提
供
等
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
暮
ら
し
の
情
報
欄
、広

報
紙
に
も
以
前
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、平
成

28
年
度
か
ら
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
が
保
険
適

用
に
な
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
で
周
知
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、医
師
会
と
連

携
し
、専
門
外
の
医
師

達
に
も
周
知
理
解
を

図
り
、専
門
医
療
機
関

へ
の
紹
介
な
ど
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
が
取

れ
る
よ
う
に
し
、早
期

治
療
に
結
び
付
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
つ
い

て
、
大
正
通
り
の
一
方
通
行
解
除
や
ギ
オ

ン
通
り
の
東
西
へ
の
延
伸
整
備
計
画
に
つ
い

て
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
大
正
通
り
と
ギ
オ
ン
通
り
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
、
ギ
オ
ン
通
り
東
側
で
あ
る
市
道

佐
野
57
号
線
が
新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
優
先
度
が
高
い
と
判
断
し
、

現
在
事
業
化
に
向
け
た
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
大
正
通
り
や
ギ
オ
ン
通
り
の
西
側
に

つ
い
て
は
、
市
道
佐
野
57
号
線
の
整
備
効
果
を

確
認
し
た
上
で
、

改
め
て
地
元
住
民

と
と
も
に
検
討
し
、

周
辺
の
動
向
を
観

察
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
地
元
101
世
帯
の
住
民
全
員
よ
り
、

室
の
沢
橋
に
つ
い
て
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、こ
の
要
望
書
に
対
す
る
認
識
と
こ
れ

ま
で
の
対
応
、ま
た
今
後
の
対
応
は
。

都
市
建
設
部
長

室
の
沢
橋
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、改
築

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
橋
梁
は
木
橋
の
た
め
劣
化
の
進
行
が
早

く
、桁
や
橋
脚
な
ど
を
継
続
的
に
修
繕
し
て
い
ま

す
。平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
災
害
復
旧

工
事
も
実
施
し
て
お
り
、安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、現
在
、市
で
は
老

朽
化
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の
課
題

が
あ
り
、こ
れ
ら
を
安
全
に
長
く
利
用
す
る
た
め

の
維
持
管
理
、更
新
に
は
莫
大
な
費
用
と
期
間
を

要
し
ま
す
の
で
、市
全

体
の
施
策
の
中
で
調

整
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

質問方式質問方式

※

脳の
う

脊せ
き

髄ず
い

液え
き

減げ
ん

少し
ょ
う

症し
ょ
う

�

に
つ
い
て

一問一答

若
田
部
　
治
彦 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

室む
ろ

の
沢
橋
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

新
庁
舎
周
辺
整
備
に

つ
い
て

一問一答

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
大
樹
会
）

▲ 室の沢橋（船越町）

両毛線

伊勢山
保育園

西宮神社

大正通り

旧50号

ギオン通り

東武佐野線

佐野
市役所

市道佐野
57号線

田村耕一
陶芸館

佐野駅

そ
の
他
の
質
問

☆


18
歳
選
挙
権
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

☆

高
齢
者
の「
生
涯
活
躍
」

出
来
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

☆

消
化
ガ
ス
発
電
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

☆

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ

い
て

※脳
のう

脊
せき

髄
ずい

液
えき

減
げんしょうしょう

少症とは・・・
何らかの理由で脳脊髄液が減少し、頭痛
や様々な全身症状が現れる疾患です。治
療方法があるため基本的には治る病とさ
れていますが、現時点では研究段階にあ
り、未だに不明な部分が多いと言われて
います。 

議会からこんにちは　2016.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継と録画配信をしています 佐野市議会スマート中継 ⑥



2月定例会一般質問

佐
野
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

現
時
点
で
は
、
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
の
よ

う
に
外
国
人
観
光
客
が
目
に
見
え
て
増
大
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
人
が
人
を
呼
び

リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
る
状
況
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
に
比
べ
て
突
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
多
言
語
対
応
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
案
内
看
板
等
に
つ

い
て
は
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
と
締
結
し
ま

し
た
包
括
連
携
協
定
や
、
佐
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
協
会
な
ど

様
々
な
民
間
活
力
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
着
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
産
業
団
地
周
辺
地
域
の
発
展
に
向

け
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
環
境
整
備
は
必
須

の
課
題
で
あ
る
が
、
周
辺
の
市
街
化
区
域
は
ま

だ
公
共
下
水
道
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え

ば
黒
袴
町
な
ど
の
下
水
道
整
備
の
計
画
は
あ
る

の
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
具
体
的
な
内
容
を
伺

い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

平
成
27
年
度
の
工
事
を
も
っ
て
佐
野
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地
内
の
下
水
道
整
備
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。
周
辺
地
域
の
市
街
化
区
域
で
あ
る

黒
袴
町
の
集
落
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

整
備
計
画
と
し
て
は
、
現
道
を
利
用
し
た
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
に
工
事
着

手
に
必
要
な
国
・
県

と
の
手
続
き
を
済
ま

せ
、
平
成
29
年
度
か

ら
測
量
設
計
、
工
事

着
手
と
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
本
で
は
年
間
500
万
ト
ン
か
ら
800
万
ト
ン

の
売
れ
残
り
や
食
べ
残
し
な
ど
、本
来
な

ら
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
料
が

あ
る
。
本
市
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状
と
、

削
減
す
る
た
め
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。産

業
文
化
部
長

本
市
の
現
状
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に

調
査
等
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、平
成
26
年
食
品
ロ
ス
統
計
調

査
に
よ
る
と
、１
人
１
日
当
た
り
の
食
品
ロ
ス

の
量
は
40.9
ｇ
と
な
っ
て
お
り
、本
市
の
人
口
を

掛
け
る
と
１
日
当
た
り
５
ト
ン
弱
の
ロ
ス
が
生

じ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、食
育
講
座
の
テ
ー
マ
と
し
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、消
費
生
活
と
大
き
く
か
か
わ

る
問
題
で
す
の
で
、関
係
部
署
と
対
応
策
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質問方式質問方式

※

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

�

に
つ
い
て

一問一答

井
川
　
克
彦 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

佐
野
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地（
第
２
期
）�

�

に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

食
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て

一問一答

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

そ
の
他
の
質
問

☆

新
庁
舎
周
辺
整
備
に

つ
い
て

☆

新
庁
舎
建
設
に
お
け
る

地
域
貢
献
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

温
室
効
果
ガ
ス
対
策

に
つ
い
て

☆

子
育
て
支
援
に
つ
い

て

そ
の
他
の
質
問

☆

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
つ
い
て

▲ 佐野インター産業団地（西浦町・黒袴町）

※インバウンドとは・・・

旅行、観光、交通業界では、海外

から自国を訪れる旅行や自国を

訪れる外国人観光客のことを指

す外来語です。
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2月定例会一般質問

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
進
め
て
い
く
た

め
に
策
定
さ
れ
た
佐
野
市
ス
ポ
ー
ツ
立
市

推
進
基
本
計
画
で
は
、
市
全
体
で
全
国
大
会
に

出
場
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
団
体
数
を
、
平
成

29
年
度
に
は
150
個
人
・
団
体
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
当
局

が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
重
点
事
業
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

平
成
34
年
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民

体
育
大
会
に
向
け
て
、
本
市
競
技
ス
ポ
ー
ツ
全

体
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
る
こ
と

か
ら
、
主
力
選
手
と
な
る
現
在
の
小
中
学
校
の

生
徒
を
対
象
に
、
競
技
力
の
向
上
、
選
手
育
成

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト

育
成
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
上
で
、
競
技
ス
ポ
ー

ツ
強
化
事
業
と
し
て
、
選
手
強
化
の
み
な
ら
ず
、

指
導
者
育
成
事
業
等

を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
整
備
事
業
と
し
て
、

佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
内
に
1.1
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
要
し
て
い
る
が
、
出
流
原
Ｐ
Ａ
周

辺
総
合
物
流
開
発
敷
地
と
し
て
は
185
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
あ
る
。
核
と
な
る
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
よ

り
、
そ
れ
以
外
の
面
積
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多

い
よ
う
に
感
じ
る
が
そ
の
内
容
は
。
首
都
圏
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
基
地
を
有
す
る
防
災
拠
点
開
発

整
備
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流
開
発
で
は
、

イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
、
産
業
団
地
、
高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
防
災
拠
点
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
有
し
、
本
市
の
持
つ
立
地
優
位
性
を
生
か

し
た
広
域
的
な
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
開
発

整
備
の
構
想
に
お
い

て
も
、
首
都
圏
災
害

時
の
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
も
含
め
検

討
し
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
、
保
留
児
童
が
解
消
さ
れ
な
い

一
番
の
原
因
は
保
育
士
の
不
足
と
の
こ
と

だ
が
、
保
育
士
不
足
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
保
育
士
の
給
与
水
準

を
改
善
さ
せ
る
必
要
性
を
市
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。
下
野
市
で
は
平
成
28
年

度
か
ら
保
育
士
等
就
業
奨
励
金
制
度
が
新
設

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
佐
野
市
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
、

一
定
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
制

度
施
行
後
に
お
い
て
も
保
育
士
が
不
足
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
基
本
的
な
公
定

価
格
や
処
遇
改
善
に
よ
る
給
与
水
準
の
改
善

が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
今
後
国
に
対
し
て
公
定

価
格
や
処
遇
改

善
制
度
の
見
直

し
を
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質問方式質問方式

佐
野
市
の
ス
ポ
ー
ツ

立
市
活
動
の
現
状
に

つ
い
て

一括質問
一括答弁

青
木
　
伸 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

保
育
事
業
が

���

抱
え
る
課
題
と

�

展
望
に
つ
い
て

一問一答

菅
原
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
及
び
新

市
建
設
計
画
に
つ
い
て

一問一答

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

そ
の
他
の
質
問

☆

佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ

ー
ト
及
び
出
流
原
Ｐ

Ａ
周
辺
総
合
物
流
施

設
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

新
庁
舎
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

第
３
次
佐
野
市
行
政

改
革
大
綱
に
つ
い
て

▲ インランドポート予定地

議会からこんにちは　2016.5.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継と録画配信をしています 佐野市議会スマート中継 ⑧



2月定例会一般質問

平
成
32
年
度
に
開
校
す
る
田
沼
西
地
区
の

小
中
一
貫
校
の
校
舎
に
は
、
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
し
、
自
然
と
調
和
す
る
よ
う
な
木
造
建

築
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

新
議
場
で
は
三
毳
の
杉
材
な
ど
の
県
産
材
が

使
わ
れ
て
お
り
、
大
変
穏
や
か
な
ム
ー
ド
で
議

会
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
穏
や
か
で
温
か
み
の

あ
る
環
境
の
学
校
を
つ
く
る
こ
と
は
、
こ
ど
も

の
街
宣
言
を
掲
げ
て
い
る
本
市
と
し
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

産
業
文
化
部
長

今
後
の
建
築
予
定
で
あ
る
校
舎
や
公
共
建

築
物
に
つ
い
て
、
木
材
利
用
等
を
通
じ
て
、
木

の
ぬ
く
も
り
や
地
元
産
材
を
使
用
す
る
こ
と
で

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
高
層
建
築
物
に
対
す
る
今
後

の
※

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
動
向
や
学

校
づ
く
り
に
関
す
る
事

例
な
ど
、
関
係
課
に
情

報
提
供
を
行
い
、
積
極

的
に
木
材
等
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
、
そ
の
理
解

と
協
力
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
は
全
国
で
820
万
件
に
も
及
び
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

空
き
家
対
策
と
し
て
、
空
き
家
対
策
計
画
の
策

定
と
総
合
計
画
へ
の
位
置
付
け
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家
管
理
代
理
業
務
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

行
政
経
営
部
長

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
空
き
家
対
策
室
を

新
設
し
、
総
合
計
画
へ
の
位
置
付
け
や
空
き
家

等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
、
関
係
各
課
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
佐
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推

進
に
関
す
る
協
定
を
、
佐
野
市
建
設
業
協
会
及

び
佐
野
市
建
設
業
協
友
会
と
老
朽
空
き
家
等
の

取
り
壊
し
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
政
策
部
長

空
き
家
バ
ン
ク
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
創
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
情
報
発
信
の

主
な
ツ
ー
ル
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
、
空
き
家
情
報
を
効
果
的
に
発
信
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
を
切
り
口
と
し
て
地
域
課

題
の
解
決
を
考
え
る
こ
と
は
、
多
様
な
人

た
ち
の
知
恵
を
結
集
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
時

期
を
捉
え
た
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
各
種
情
報
を
全
国
に

伝
播
す
る
※

日
本
女
性
会
議
と
い
う
大
会
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
会
議
を
誘
致
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

日
本
女
性
会
議
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
女

性
の
社
会
進
出
へ
の
機
運
を
一
層
高
め
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
更
な
る
前
進

の
機
会
と
な
り
ま
す
。
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

市
民
女
性
団
体
、
企
業
、
諸
団
体
等
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誘
致
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質問方式質問方式

地
方
創
生
に
お
け
る

佐
野
市
の
政
策
に

つ
い
て

一問一答

久
保
　
貴
洋 

議
員（
大
樹
会
）

質問方式質問方式

空
き
家
対
策

�

に
つ
い
て

一問一答

本
郷
　
淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

男
女
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

一問一答

横
田
　
誠 

議
員（
新
風
）

そ
の
他
の
質
問

☆

食
品
ロ
ス
削
減
策
と

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の

支
援
に
つ
い
て

☆

チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

※ＣＬＴとは・・・
欧州で開発された大規
模建築物工法で、板の層
を各層で互いに直交す
るように積層接着した
厚型パネルのことを言
います。 

※日本女性会議とは・・・男女共
同参画社会の実現に向けて課題
の解決を探るとともに、参加者
相互の交流促進や情報ネットワ
ーク化を図ることを目的に毎年
開 催 さ れ、全 国 か ら2,000 ～
3,000人規模の参加者が集う国
内最大級のイベントとなってい
ます。 

議会からこんにちは　2016.5.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継と録画配信をしています 佐野市議会スマート中継⑨



2月定例会一般質問

平
成
27
年
４
月
か
ら
公
立
や
民
間
の
保
育
園
、

認
可
保
育
園
の
保
育
所
等
に
入
所
を
希
望
し

た
０
、
１
、
２
歳
児
に
つ
い
て
、
様
々
な
調
整

を
し
た
が
全
て
満
杯
と
な
り
、
ど
こ
へ
も
入
れ

な
か
っ
た
こ
ど
も
が
108
名
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

市
の
保
育
所
整
備
運
営
計
画
で
は
公
立
に
入

れ
る
こ
ど
も
達
の
数
を
290
名
縮
小
さ
せ
る
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
は
ど
う
な
の
か

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
第
１
、
２
、
３

希
望
ま
で
お
聞
き
し
、
利
用
調
整
し
て
い
ま
す
。

昔
の
保
育
の
需
要
は
今
ほ
ど
、
０
、
１
、
２
歳

児
が
多
く
は
な
く
、
定
員
が
推
移
し
て
き
て
い

る
状
況
で
す
。
保
育
所
整
備
計
画
は
、
現
在
見

直
し
を
し
て
お
り
、
今

後
は
現
代
に
合
っ
た
形

で
の
定
員
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

学
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
り
、

県
平
均
値
を
上
回
る
学
科
、
科
目
も
出
て

き
た
が
、
全
国
的
に
み
る
と
ま
だ
努
力
で
き
る

可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
学
力
ア
ッ
プ
は
市
全

体
で
取
り
組
む
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
と
今
後
の

対
応
は
。

教
育
長

各
学
校
の
先
生
方
の
非
常
に
熱
心
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
は
市
全
体
の
傾
向

と
し
て
、
全
国
と
の
差
が
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
台
と

な
り
、
全
国
と
肩
を
並
べ
た
と
言
え
る
ま
で
改

善
し
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
全
国
を
上
回
る

よ
う
、
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
教
育
環
境
の
充
実
と
学
力
、

体
力
向
上
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
、
地
道
な

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

葛
生
地
区
公
民
館
を
あ
く
と
プ
ラ
ザ
に
移
転

す
る
計
画
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
公
民
館
と

な
る
と
文
化
施
設
か
ら
生
涯
学
習
施
設
へ
の
転
用

に
な
る
が
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う

考
え
る
か
。

行
政
経
営
部
長

移
転
に
つ
い
て
は
、
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
地
元
説
明
会
で
計
画
の一案
と
し
て
説
明

を
し
ま
し
た
。
転
用
に
つい
て
は
、
文
化
施
設
と
し

て
稼
働
率
や
利
用
状
況
が
低
い
た
め
改
善
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、
一つ
の
考
え
方
で
す
。
転
用
の

メ
リ
ッ
ト
は
施
設
の
有
効
活
用
が
図
れ
、
利
用
状

況
の
改
善
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
葛
生
あ
く
と

福
祉
セ
ン
タ
ー
の一
部
を
使
用
す
る
こ
と
で
公
民
館

機
能
と
し
て
対
応
が
可
能
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

公
民
館
は
営
利
目
的
の

事
業
が
禁
止
で
あ
り
、

入
場
料
を
徴
収
す
る
事

業
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

今
後
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質問方式質問方式

子
育
て
支
援
の

�

充
実
に
つ
い
て

一問一答

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

質問方式質問方式

教
育
行
政
に
つ
い
て

一問一答

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
大
樹
会
）

質問方式質問方式

公
共
施
設
の
再
編
に

つ
い
て

一問一答

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

そ
の
他
の
質
問

☆

経
済
的
理
由
に
よ
る

教
育
格
差
を
軽
減
す

る
た
め
に

そ
の
他
の
質
問

☆

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ

い
て

▲ 葛生地区公民館
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2月定例会一般質問

2月定例会は2月26日（金）から3月22日（火）までの26日間の日程で行われました。審議された議案等と結果は次のとおりです。

平成28年第1回佐野市議会定例会　審議された議案等と結果

号 件　名　（主　旨） 議決結果

報 告 第1号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報告 －

報 告 第2号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報告 －

報 告 第3号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報告 －

議 案 第1号 教育委員会委員の任命について（内田圭子氏の任期満了により後任者に同氏を任命するもの） 任命同意 全会一致

議 案 第2号 教育委員会委員の任命について（長尾宏道氏の退任により後任者に駒形忠晴氏を任命す
るもの） 任命同意 全会一致

議 案 第3号 公平委員会委員の選任について（山田実氏の任期満了により後任者に同氏を選任するもの） 選任同意 全会一致

議 案 第4号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備について（行政不服審査法の施行に伴い、
所要の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議 案 第5号 佐野市行政不服審査会条例の制定について（行政不服審査法の施行に伴い、佐野市行
政不服審査会を設置するための制定） 原案可決 全会一致

議 案 第6号 佐野市行政不服審査担当職員の任用等に関する条例の制定について（行政不服審査法に係
る審理手続を行わせる行政不服審査担当職員を任用するための制定） 原案可決 全会一致

議 案 第7号 佐野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の改正について（地方公務員法及び
学校教育法の改正に伴い、所要の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議 案 第8号 佐野市証人等実費弁償条例の改正について（農業委員会等に関する法律の改正に伴い、
所要の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議 案 第9号
佐野市長等の給与及び旅費に関する条例及び佐野市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の改正について（市長、副市長及び議会の議員の平成27年12月及び
平成28年4月1日以降に支給する期末手当の額を改めるため）

原案可決 全会一致

議案第10号 佐野市職員の給与に関する条例等の改正について（一般職の職員の給与に関する法律等
の改正に伴い、所要の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議 案 第11号 佐野市職員の降給に関する条例の制定について（地方公務員法の改正に伴い、職員の降
給に関し必要な事項を定めるための制定） 原案可決 全会一致

議案第12号 佐野市税条例の改正について（行政不服審査法の施行及び地方税分野における個人番
号利用手続の一部見直しに伴い、所要の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議 案 第13号 佐野市東日本大震災復興推進基金条例の廃止について（佐野市東日本大震災復興推進
基金を廃止するため） 原案可決 全会一致

議 案 第14号 佐野市いじめ問題対策連絡協議会条例の制定について（いじめ防止対策推進法の規定に
基づき、佐野市いじめ問題対策連絡協議会を設置するための制定） 原案可決 全会一致

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
現
在
小
学
校
４
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
も
受
入
対
象
と
な
っ

た
が
、
平
成
27
年
度
は
934
人
、
平
成
28
年
度

は
１
，２
７
０
人
の
児
童
が
施
設
の
確
保
と
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
家
庭
で
不
安
を
感
じ
な

が
ら
生
活
し
て
い
る
。
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
施

設
の
計
画
と
整
備
状
況
を
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
は
、
佐
野
市

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
方
針
の
年
次
計
画

に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

植
野
小
、
城
北
小
、
田
沼
小
の
３
校
は
施
設

を
建
設
、
ま
た
佐
野
小
、
天
明
小
、
赤
見
小
、

多
田
小
の
４
校
は
余
裕
教
室
を
改
修
し
て
合

計
７
カ
所
、
10
ク

ラ
ブ
を
整
備
す
る

計
画
で
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、
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成
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開
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る
こ
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す
。
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佐
野
市
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も
・
子
育
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援
事
業
計
画
」の
状
況

等
に
関
し
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一問一答

小
暮
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志 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

そ
の
他
の
質
問

☆

電
力
の
小
売
全
面
自

由
化
に
関
し
て
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号 件　名　（主　旨） 議決結果

議案第15号 佐野市いじめ問題対策委員会条例の制定について（いじめ防止対策推進法の規定に基づ
き、佐野市いじめ問題対策委員会を設置するための制定） 原案可決 全会一致

議案第16号 佐野市いじめ問題再調査委員会条例の制定について（いじめ防止対策推進法の規定に基
づき、佐野市いじめ問題再調査委員会を設置するための制定） 原案可決 全会一致

議案第17号 佐野市教育センター条例の改正について（平成28年3月31日をもって教育センターを移転
するため） 原案可決 全会一致

議案第18号 佐野市体育施設条例の改正について（佐野市営大橋町プール及び佐野市田沼総合運動
場のプールを廃止するため） 原案可決 全会一致

議案第19号 佐野市国際クリケット場条例の制定について（佐野市旧田沼高校運動場を佐野市国際クリ
ケット場とするための制定） 原案可決 全会一致

議案第20号 佐野市立博物館条例の改正について（佐野市郷土資料保存田沼館を廃止し、及び所要
の規定を整備するため） 原案可決 全会一致

議案第21号 佐野市消費生活センター条例の制定について（消費者安全法の改正に伴い、所要の規定
を整備するため） 原案可決 全会一致

議案第22号
佐野市こどもクラブ条例の改正について（平成28年4月1日に佐野こどもクラブ、天明こどもクラ
ブ、第3植野こどもクラブ、第4植野こどもクラブ、第3城北こどもクラブ、第4城北こどもクラブ、第
2赤見こどもクラブ、第3田沼こどもクラブ及び多田こどもクラブを開設するため）

原案可決 全会一致

議案第23号 佐野市介護老人保健施設条例の改正について（介護保険法の改正に伴い、所要の規定
を整備するため） 原案可決 全会一致

議案第24号
佐野市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係
る基準に関する条例の改正について（指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に係る基準を改めるため）

原案可決 全会一致

議案第25号

佐野市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に係る基準に関する条例の改正について（指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に係る基準を改めるため）

原案可決 全会一致

議案第26号 佐野市農業集落排水処理施設条例の改正について（農業集落排水事業並木地区を公共
下水道に統合するため） 原案可決 全会一致

議案第27号
佐野市都市計画法第34条第11号に規定する開発行為の許可の基準に関する条例の改
正について（自己の居住の用に供する一戸建ての住宅の建築における開発行為の許可基
準を緩和し、及び所要の規定を整備するため）

原案可決 全会一致

議案第28号 佐野市建築審査会条例の改正について（建築基準法の改正に伴い、佐野市建築審査会
の委員の任期を定めるため） 原案可決 全会一致

議案第29号 佐野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の改正について（佐野新
都市西浦・黒袴地区地区計画区域における建築物に関する制限を改めるため） 原案可決 全会一致

議案第30号
佐野市水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の改正について（地方公
務員法及び佐野市職員の給与に関する条例の改正に伴い、水道事業企業職員の給与の
支給の基準を改めるため）

原案可決 全会一致

議案第31号
佐野市火災予防条例の改正について（対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対
象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令の改正に伴い、
所要の規定を整備するため）

原案可決 全会一致

議案第32号 平成27年度佐野市一般会計補正予算(第7号)（歳入歳出予算の総額にそれぞれ
564,472千円を追加並びに継続費、繰越明許費及び地方債の補正） 原案可決 全会一致

議案第33号 平成27年度佐野市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算(第3号)（歳入歳
出予算の総額にそれぞれ177,208千円を追加するもの） 原案可決 全会一致

議案第34号 平成27年度佐野市国民健康保険事業特別会計(直営診療施設勘定)補正予算(第4号)
（歳入歳出予算の総額からそれぞれ9,294千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第35号 平成27年度佐野市公共下水道事業特別会計補正予算(第3号)（歳入歳出予算の総額か
らそれぞれ185,814千円を減額並びに繰越明許費及び地方債の補正） 原案可決 全会一致

議案第36号 平成27年度佐野市農業集落排水事業特別会計補正予算(第2号)（歳入歳出予算の総
額からそれぞれ157千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第37号 平成27年度佐野市自家用有償バス事業特別会計補正予算(第1号)（歳入歳出予算の
総額からそれぞれ639千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議会からこんにちは　2016.5.1 ⑫ 



号 件　名　（主　旨） 議決結果

議案第38号 平成27年度佐野市介護保険事業特別会計(保険事業勘定)補正予算(第4号)（歳入歳
出予算の総額からそれぞれ8,982千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第39号 平成27年度佐野市介護保険事業特別会計(介護サービス事業勘定)補正予算(第1号)
（歳入歳出予算の総額からそれぞれ15千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第40号 平成27年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号)（歳入歳出予算の総額
からそれぞれ4,588千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第41号 平成27年度佐野市佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計補正予算(第3号)（歳
入歳出予算の総額からそれぞれ7,509千円を減額するもの） 原案可決 全会一致

議案第42号 平成27年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計補正予算(第1号)（歳
入歳出予算の総額からそれぞれ15,113千円を減額並びに繰越明許費及び地方債の補正） 原案可決 全会一致

議案第43号 平成27年度佐野市水道事業会計補正予算(第1号) 原案可決 全会一致

議案第44号 平成27年度佐野市病院事業会計補正予算(第3号) 原案可決 全会一致

議案第45号 平成28年度佐野市一般会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ46,550,000千円とす
るもの） 原案可決 賛成多数

議案第46号 平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)予算（歳入歳出予算の総額を
それぞれ15,367,600千円とするもの） 原案可決 賛成多数

議案第47号 平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計(直営診療施設勘定)予算（歳入歳出予
算の総額をそれぞれ283,300千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第48号 平成28年度佐野市公共下水道事業特別会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ
3,615,300千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第49号 平成28年度佐野市農業集落排水事業特別会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ
184,300千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第50号 平成28年度佐野市自家用有償バス事業特別会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ
158,700千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第51号 平成28年度佐野市介護保険事業特別会計(保険事業勘定)予算（歳入歳出予算の総額
をそれぞれ10,874,100千円とするもの） 原案可決 賛成多数

議案第52号 平成28年度佐野市介護保険事業特別会計(介護サービス事業勘定)予算（歳入歳出予算
の総額をそれぞれ52,100千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第53号 平成28年度佐野市後期高齢者医療特別会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ
1,304,100千円とするもの） 原案可決 賛成多数

議案第54号 平成28年度佐野市佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計予算（歳入歳出予算の
総額をそれぞれ737,600千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第55号 平成28年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計予算（歳入歳出予
算の総額をそれぞれ124,100千円とするもの） 原案可決 全会一致

議案第56号 平成28年度佐野市水道事業会計予算 原案可決 全会一致

議案第57号 平成28年度佐野市病院事業会計予算 原案可決 全会一致

賛否がわかれた議案
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議　案

議案第45号 原案可決
(賛成多数) 23 2 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇〇〇〇××〇〇〇〇〇〇

議案第46号 原案可決
(賛成多数) 23 2 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇〇〇〇××〇〇〇〇〇〇

議案第51号 原案可決
(賛成多数) 23 2 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇〇〇〇××〇〇〇〇〇〇

議案第53号 原案可決
(賛成多数) 23 2 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇〇〇〇××〇〇〇〇〇〇

※〇＝賛成または採択、×＝反対または不採択　　　※議長（篠原一世）は採決に加わりません。
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　市政についての要望などを、請願・陳情として市議会に提出することができます。請願は
市議会議員の紹介が必要ですが、陳情は必要ありません。

    
  市議会に提出された請願や陳情は、議会運営委員会で、本会議に上程するか協議されます。
本会議に上程する場合は、所管の常任委員会で審査後、本会議において、採択または不採択
の決定を行います。採択された請願や陳情は、市長ほか関係執行機関に送付します。なお、
郵送により陳情書が提出された場合は、委員会での審査及び本会議での審議は行わず、議員
への周知のみの取り扱いとなります。
　　　　　

　次の要領で請願書または陳情書を提出
してください。

（1） 標題、趣旨及び理由を記載してくだ
さい。

（2） 提出年月日、請願者(陳情者)の住所、
氏名(法人の場合は、その名称及び
代表者の氏名)を記載し、押印して
ください。

（3） 請願書には表紙に紹介議員の署名ま
たは記名押印が必要ですが、陳情書
には必要ありません。

　　　　　
　請願・陳情はいつでも受理しますが、議会運営の都合上、各定例会開会日の９日前の日（９
日前の日が休日に当るときは、その前日）の午後５時を提出期限とします。期限までに提出
された請願・陳情は、その議会で取り扱いますが、その後に提出されたものについては、次
の議会で取り扱います。
※平成２８年第２回定例会の提出期限は、５月２５日（水）午後５時の予定です。

　請願・陳情の審議結果は、各定例会終了後、請願者または陳情者に通知します。その後、
議会ホームページ及び議会だよりに掲載します。

取り扱い

提出方法

提出期限

審議結果

　新議場に電子表決システムが整備され、議員個人ごとに賛否の表決をすることができるように
なりました。各議員の賛否結果はホームページ（全議案）及び議会だよりに掲載（賛否がわかれ
た議案等）しています。

請願書様式例

〇〇〇〇〇〇に関する請願書

紹介議員
氏名　　　　

〇〇〇〇〇〇に関する請願

１請願の趣旨
　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
２請願の理由
　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

　　年　　月　　日
佐野市議会議長　様

請願者　住所
　　　　氏名 印

印

（表紙） （本文）
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消防本部庁舎消防本部庁舎 が完成しました！が完成しました！

新消防庁舎を見学しました。 高機能消防指令センター

新消防庁舎

6月定例会日程（案）6月定例会日程（案）
　平成28年第2回定例会の日程は、5月27日(金)
の議会運営委員会で内定し、6月3日（金）の
本会議で決定します。
※日程は変更になることがあります。

　防災拠点施設として消防本部庁舎を新設
整備し、佐野市の消防防災体制の充実、
強化を図り、市民が安心して安全に暮らせる
街づくりに寄与します。

月 日 開会
時間 会議内容

６
月

５日（日） － 休会

６日（月） － 休会

７日（火）10:00 本会議（議案質疑、討論、表決）

８日（水）10:00 本会議（一般質問）

９日（木）10:00 本会議（一般質問）

10日（金）10:00 本会議（一般質問）

11日（土） － 休会

12日（日） － 休会

13日（月）
９:00 建設常任委員会

13:30 厚生常任委員会

14日（火）
９:00 経済文教常任委員会

13:30 総務常任委員会

15日（水） － 休会

16日（木） － 休会

17日（金）10:00 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決）

月 日 開会
時間 会議内容

５
月

25日（水） 請願・陳情提出期限
（17:00まで）

26日（木）

27日（金）10:00 議会運営委員会

28日（土） －

29日（日） －

30日（月） －

31日（火） －

６
月

１日（水） －

２日（木） －

３日（金）10:00 本会議（議案説明）

４日（土） － 休会
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本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

http://www.city.sano.lg.jp/gikai/　ホームページにおいて、本会議の会議録をご覧になれます。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質

問
に
19
名
が
登
壇
し
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

新
庁
舎
開
庁
後
初
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
４
日

間
で
延
べ
27
名
に
よ
る
熱
心
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
15
日（
日
）
に
は
上
記

の
と
お
り
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
初
の
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
私
ど
も
編
集
委
員
に

よ
る
発
行
は
、
今
回
で
最
後
と

な
り
ま
し
た
。
一
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
本
郷
淳
一
）

【
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

金　

子　

保　

利

　

委　

員　

小　

暮　

博　

志

　

委　

員　

鈴　

木　

靖　

宏

　

委　

員　

飯　

田　

昌　

弘

　

委　

員　

本　

郷　

淳　

一

【
議
会
事
務
局
】
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３
０
３
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21—
 

４
４
１
１

あ
と
が
き

問合せ先 佐野市議会事務局（本庁舎７階）　電話0283-20-3036

検 索佐野市議会 （http://www.city.sano.lg.jp/gikai/）詳しくは

お気軽におこしください！！

議会のことをもっと
知ってもらいたい！

皆さんのご意見を
お聞かせください！佐野市議会

場所 対象道の駅どまんなかたぬま
（どまんなかホール）

佐野市内在住の方
〒327-0313佐野市吉水町366-2

当日どまんなかホールまでお越しください。
※実施日が日曜日のため会場駐車場の混雑が予想
されますので、お早目のご来場をお待ち申し上げ
ます。

事前申し込み不要定員 １００名
※座席に限りがありますことをご了承ください。

参加方法

議会からこんにちは　2016.5.1 ⑯


